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「いのちの電話」現況と課題事務局長八尾和彦
現在、官民を問わず、さまざまな分野で電話相談がおこなわれ、専門化された電話相談機関が設置されている。ある一面から言えば、相談分野・対象を限定していない「いのちの電話」にとっては、新たに時代のニーズに対応した電話相談機関が生まれると、その度に身が削がれていくような思いがしないでもない。いのちの電話は今後「どうなっていくのか」と言う問いかけが聞こえてくるようでもある。

【3０代で増える自殺念慮の電話相談】
関西いのちの電話では、2000年（1～12月）の総受信件数は19,540件。その内、自殺念慮のある電話相談件数は1,984件。これは総受信件数の10％を超え、件数、比率とも過去最高である。これより数年前の1996年は1,395件で総受信件数の7％であった。この数年間における増加傾向は、電話相談の内容が年々重くなってきていることを端的に現わしている。
自殺と言えば、企業のリストラ、経済不況の中での50代がよくクローズアップされる。警察庁発表の2000年自殺統計資料を見ても、確かに50代の比率が高い。ところが、いのちの電話では、自殺念慮のある相談件数が最も多い年代は30代である。この数年間で確実に増加してきているのが実はこの年代である。人間関係や仕事から来る重圧感、ストレス、先が見えないことによる極度の不安感、そして挫折…。これらは実社会に入り、自立が始まって未だ経験年数の浅い若い人たちからの訴えである。
顔が見えない、名をなのらなくてもよい、いつでもかけられる、そのような電話の便利性もあって、いのちの電話には、今起こっていることがリアルタイムで入り、やがて、それらがある社会現象として現れることもある。その意味では、電話のかけ手の声は社会から発信された、ひとつの信号であるともいえる。

【『いのちと生きること』に関わる相談電話として】
ところで、「新たに時代のニーズに対応した電話相談機関が生まれると、その度に身が削がれていくような思いがしないでもない」のだが、このことは、いのちの電話の守備範囲が単に狭まるということではない。むしろ、身が削がれることによって「いのちの電話」のあるべき姿、本質的なものが明らかにされ、「いのちと生きること」に関わり続けるいのちの電話の社会的使命と役割が、今後ますます増大することを意味しているのではないか。近年、電話相談の内容が重たくなってきているその背景には、社会の閉塞状況がある。しかし、それと同時に元々有している「いのちの電話」の本質が、現在に至ってますます明らかになってきているという紛れもない事実があるということである。
人間の孤独の問題は決して消え失せることはない。それどころか、21世紀ではその問題がますます強まることが予感される。そしてそこでもなお、いのちの電話は人々の「いのちと生きること」に関わる相談電話として存在しうるかが大きな課題となるのではないか。

【いのちの電話を再確認する時】
日本のいのちの電話は、イギリスのザ・サマリタンズ、オーストラリアのライフラインを源流として、1971年東京に、1973年関西に生まれた。現在の日本いのちの電話連盟申し合わせ事項には、いのちの電話は「自殺をはじめとする精神的危機にある人たちの隣人になりたいという願いから生まれた運動であり…」、「孤独の中にあって、時には精神的危機に直面し、助けと励ましを求めている一人一人と、おもに『電話』という手段で対話することを目的とする」と記されている。
いのちの電話が生まれて30年を経過し21世紀に入った現在、いのちの電話のあり方を再確認しなければならない時期に来ている。その場合、ここに示されている「いのちの電話の『願い』と『目的』」を基軸にして思考しなければならない。



全国研修会に参加して
去る、2001.6.13（水）～16（土）幕張メッセ国際会議場において、「聴かせて下さい心の叫び」―自殺予防と電話相談―をテーマに全国研修会・千葉大会が開催されました。
関西いのちの電話からは、18名が参加し、記念講演をはじめ、各分科会に分かれて多くの気付きや学びを全国の相談員の方達と共有してきました。
混沌とする世の中で、ますます必要とされる「いのちの電話」に関わる私たちにも大会の内容を分かち合えたらと、振り返りの座談会から一部抜粋しました。
とき＊7月10日（火）ところ＊５階会議室

◎記念講演
Ａ：私は、加賀乙彦氏の記念講演が印象に残りました。人間は時間的にも限られた存在だということは、素直に認めることができました。加賀氏自身が刑務所の精神科医をしているときに、ある事件の犯人と16年にわたって文通をし、すべてわかっているつもりで、そのときのやり取りを本にして出版されたんです。すると、ある女性から私も彼と文通していたと連絡があり、中身を見せてもらい、また、彼の刑が執行された後で、お母さんから彼の

日記が独房に残っていたので見せてもらうと、それぞれ3人を相手にして、彼は全然違う人間だったのです。
Ｂ：人間の一面を見て、この人はこんな人って思いがちですが、その人に対して相手が違う接し方をすると、また全然違う面が出てくるお話でしたね
Ｃ：1人の人間を全部分かるのは神業、どれだけ経験のある精神科医でも、1人の人間をすべて分かるのは不可能というのが、すごく印象に残っています。

◎基調講演
Ｄ：私は基調講演の中でアン・オーモンド・ロンカ氏が、スイスではフリーダイヤルは電話代が無料だということでしたが、日本では常連が多く、話中が多いといわれたりしますので、電話代が無料でもスイスではうまくいっているのかと興味を持ちました。

◎問題別研究会
ボーダーラインへの対応
Ｅ：町沢静夫氏の「ボーダーラインへの対応」に参加しました。励ましてはいけないと言われてきましたが、それは励ましていけないのではなくて励まし方で、どう励ますかが問題だといわれました。海外で研究された内容が日本においても当てはまるとは限らない、それは文化が違うからだと言われたのが印象的でした。
Ｆ：心理療法への過信、自然科学の限界、心の深さ、闇の計り難さ、科学的には解けない心の世界、日本人の性の歪みなども納得させられたし、実際に現場で身体を張っておられる町沢氏の、実感的考察みたいなものが、とても迫力あって話として面白かったです。

◎分科会
ＳＳＴ
Ｄ：ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニングの略語）で、精神障害者が健常者の中で生活するにおいて、
誰かのサポートが必要で電話をしてくるのだから、もう少し踏み込んで「私だったら、こうしたほうがいいんじゃないか」という、アドバイスとして積極的な意見を言ってもいいということなので、私としては、それが印象に残っております。

生きにくさと自分の問題
Ｇ：中村秀行氏の言葉で印象に残ったのは、「哲学的問いかけとは、すでに知っていることを、さらに知る試みである」と表現されたことです。中身よりも、哲学的に何かを深めていくことがすごく面白いと思いました。

◎全国大会で得るもの
Ｈ：年数を経てくると、自分を奮い立たせたり、ブースに入るという気持ちがとても萎えてくるときがあります。もう一度やろうと思うその力がでてこないのです。この組織の中では、自分で自分の力を奮い立たせなければいけないような気がします。それが自立ということかもしれないけど、
仲間同士でお互い支えあうことができたらもっといいんじゃないかなと思いました。

これからのセンター間の交流
Ｇ：せっかく都道府県にいくつかセンターがあるので、一定の条件や基準を作って、たとえばあるセンターの人が別のセンターのブースで電話相談を受けてみるようなことをしないかと思っているんです。たとえば24時間体制の所で、深夜帯のないところの人に一度体験的に枠を取るとか、そういう交流制度を作って受け入れることができれば。
認定されて何年以上の方とか、条件さえつければいけるかもしれません。
（文責：広報・編集チーム）



＜相談員ノート＞「電話の向こうのあなた」34期相談員Ｋ．Ｙ
電話のこちらは私、そして電話の向こうのあなた。あなたは本音は何が言いたいの？そして私は、本当は何を聴けばいいのかしら。あなたはいっぱい言葉を並べている。私はぜーんぶ耳になろうとするけど、時々言葉がどっかへ飛んでいってしまう。何かひとことだけがひっかかってるの。ここんところに･･･。私もうまく言えないけど、ここんところが何かひっかかってモヤモヤしてる。耳が時々口になって、「あっ、余計なこと言っちゃた…。」あなたは急に言葉を変える。
あなたのどっかにひっかかった？どうしていつもあなたは同じところで悩んでしまうの？周りの人の目がどうしてそんなに気になるの？でも電話のこちらの私も同じところで悩んで、人の目が気になっている。ああ、電話の向こうのあなたってもしかして私だったのかも。うーん、私の人生のキャンバスにどう絵を描こうか。あなたも私ももっといっぱいの絵を描いていこうよ。せっかくのキャンバスをいっぱい使っていろんな絵にしていこうよ。光をいっぱいいれてさ、すてきな絵に仕上げていこうよ。



シリーズ「共感ってなに？」（12）長尾文彦
「かけ手を主語にして」
「私がうつでしんどいといっているのに、夫は全然分かってくれない」「実の娘が私に八つ当たりして困ってるんです」「ご近所の奥さんが私に遠慮なしに用事を頼んでくるんです」「上司はがんばっている私より新人の若い女性ばかり誉めるんです」「私は急病で入院していたのですが、実の姉には知らせたのに見舞いにもこないんです」
このような出だしで訴えがはじまり、ひとしきりしたところで、「どうしたらいいのでしょうか？」「そんなことおかしいと思いません？」と質問形で話してきます。このあとの聞き手としては、どんな応答が考えられるでしょうか。
①「ご主人はどのような方ですか」「頼まれる用事というのは？」など。かけ手の状況をさらに把握しようとして、質問をする。
②「そんなことがあるんですか。」「きっと、娘さんにも何かストレスがあるのでは・・・」「お姉さんにも事情があったのではないですか」など。かけ手が不満を持つ相手の代弁者になる。その人物をかけ手自身に理解させようとする。
③「それはおつらいですね」「しんどいことですね」「そんな人もいるんですね」など。相手のしんどい気持ちを分かろうとして、感情の言葉をかける。
④「あなたは夫に一番分かってほしいのね」「あなたは認めてよ！って叫んでおられるのね」「見舞いにもこないなんてどういうつもりなのって、あなたは怒鳴りたい気持ちなのね」など。
かけ手を主語にして、かけ手の抱いている気持ちを言葉にする。またはいま、かけ手自身がしようとしていることを認める応答をする。どれを選びますか。長尾文雄



「自殺予防いのちの電話」ご案内
全国自殺者数が３万人を超える事態を重視した厚生労働省は、自殺予防活動の必要性を認識しその活動の一環としてフリーダイヤルによる電話相談などを立案しました。そして、日本いのちの電話連盟に協力要請があり、連盟はこれに協力する方向で意思決定し、全国いのちの電話に参加の呼びかけをしました。そこで、関西いのちの電話も「自殺予防は、いのちの電話の大きな社会的使命の一つである」ことから、この活動に参加することにいたしました。全国48センターが参加する予定です。
「いのちの電話」の使命です。
◎2001年12月1日（土）0：00～7日（金）24：00（24時間体制）
◎全国を東・西日本に区分し、それぞれにフリーダイヤルを設定
0120-739-556（西日本）0120-738-556（東日本）



e公開講座のお知らせe
『弁護士大平光代氏講演会』
日時：2002年3月16日（土）午後
場所：大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）

著書「だからあなたも生きぬいて」「あなたは、ひとりじゃない」



字遊帳＜子＞＊さようなら＊
ぼくもういかなきゃなんない
すぐいかなきゃなんない
どこへいくのかわからないけど
さくらなみきのしたをとおって
おおどおりをしんごうでわたって
いつもながめてるやまをめじるしに
ひとりでいかなきゃなんない
どうしてなのかしらないけど
おかあさんごめんなさい

おとうさんにやさしくしてあげて
ぼくすききらいいわずになんでもたべる
ほんもいまよりたくさんよむとおもう
よるになったらほしをみる
ひるはいろんなひととはなしをする
そしてきっといちばんすきなものをみつける
みつけたらたいせつにしてしぬまでいきる
だからとおくにいてもさびしくないよ
ぼくもういかなきゃなんない
谷川俊太郎詩集「はだか」より

前にもこの詩に出会っている。今日はいつになく、すり寄るように心の中に入り込んできた。私の中の子どもが「そうだよね。」と相槌を打っている。大人の私は「そんなに急がなくてもいいのよ、必ずその時期がくるのだから。」とわかったように言う。「さよならの言い方がわからなくて、言う時期がわからなくて、暗闇の中をさ迷っている子がいっぱいいるのだろうな。」そんな思いもわいてくる。―夕暮れの一時、詩集は一ページ目で止まったまま…。―34期Y．U



十三句会より＜季節の俳句＞
女流俳人の一句｡
ポピー咲く帽子が好きで旅好きで岡本眸―明るく楽しい句。（1928～、「朝」主宰）
――――――――――――――――――――――――
空蝉や爪をたてたる無縁墓紀子―「うつせみ」は蝉のぬけがらのこと。リズムと無常観。
こころして生きんと思う雲の峰嘉代子
―「雲の峰」は入道雲のこと。余生を送るに当ってのこだわり、強い意志。
月下美人一人占めして淋しかり英子
靖国の御霊安かれ蝉時雨公子
頑なに守る田植やビルの谷喜美子
ガムランのひびき迫りてバリの夏洋史子
夏湖畔黒いっせん一閃の川鵜かなこうめい
蛍火や細き光を闇にひき遊仙



＜相談電話受信件数＞
受信月6月7月8月
受信件数1,584件1,610件1,633件
相談員数(延)467人460人457人



＜ありがとうございました＞
佐治千栄子様30万円
故赤松真砂子様のご遺族30万円



＜編集後記＞
木の葉が散り、温かいものが食べたくなるこの季節は、何かもの淋しい。去年の今頃は、手術後で静養中の私であった。身体に自信が持てなくて、世の中から取り残された気がして余計に淋しかった。
そんな折、編集会議中の仲間からの声の便り、ファックスが届き、力づけられたお蔭で、元気になって、今年の私が在る。辛く淋しかった経験から、弱さがわかる心と、人の温かさも届いた。
Ｓ．Ｓ
＊「風」は今号都合により休載させていただきます。
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